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平成 28 年度　予算歳出歳入表

町税

64%

繰越金

1%

諸収入

3%

財産収入

1%

その他

7%

公庫支出金

8%

町債

4%

地方交付税

3%

県支出金

5%

地方消費税交付金

3%

地方譲与税

1%

その他

0%

H28年度

予算歳入

58億7千500万
自主財源
75.62％

特別　計 国保 後期　 介護　 下水 水道事業 病院事業

収入
4億

897万円
2億

774万円

支出
3億

6297万円
2億

5698万円

収入
320万円

1億
2306万円

支出
1億

7199万円
1億

2406万円

会計
区分

特別会計 企業会計

歳入
58億

7500万円
37億

2276万円
12億

4771万円
 

8740万円
8億

6411万円
15億

2354万円

一般会計

収益的

歳出
58億

7500万円
37億

2276万円
12億

4771万円 8740万円
8億

6411万円
15億

2354万円
資本的

依存財源
24.38％

並
木
と
し
ひ
こ
後
援
会

Ｄ

o

ｎ

ｃ

o

新

聞

一般会計　人口8215人として

項目 金額 備考

地方債（借入金）残高 39億2,480万円
町民一人当たり

47.8万円

基　金（貯　金）残高 12億9,686万円
町民一人当たり

15.8万円

一般会計+特別会計+※事業会計　人口8215人として

項目 金額 備考

地方債（借入金）残高 96億379万円
町民一人当たり

116.9万円

基　金（貯　金）残高 14億9,628万円
町民一人当たり

18.2万円

※地方債は一般会計+特別会計+事業会計
※基金は一般会計+特別会計
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教育費 362,070 6.16
土木費 1,518,277 25.84
総務費 1,435,989 24.44
民生費 937,938 15.96
衛生費 647,230 11.02
消防費 375,314 6.39
商工費 204,205 3.48
公債費 194,872 3.32
農林水産業費 87,646 1.49
その他 111,459 1.90

合計 5,875,000 100.00

％
議会費 65,012 1.11
労働費 2,276 0.04
災害復旧費 19,169 0.33
諸支出金 2 0.00
予備費 25,000 0.43
計 111,459 1.90

歳出

その他内訳

千円
％

町税 3,741,549 63.69
繰越金 50,000 0.85
諸収入 162,348 2.76
財産収入 78,881 1.34

75.62 ％ その他 409,937 6.98
公庫支出金 473,971 8.07
町債 255,300 4.35
地方交付税 165,000 2.81
県支出金 319,012 5.43
地方消費税交付金 155,000 2.64
地方譲与税 51,000 0.87

24.38 ％ その他 13,002 0.21
5,875,000 100.00

％
分担金及び負担金 2,626 0.04
使用料及び手数料 86,306 1.47
寄付金 15,001 0.26
繰入金 306,004 5.21

小計 409,937 6.98
利子割交付金 1,500 0.03
配当割交付金 1 0.00
株式等譲渡所得割交付金 1 0.00
ゴルフ場利用税交付金 2,400 0.04
自動車取得税交付金 7,000 0.12
地方特例交付金 900 0.02
交通安全対策特別交付金 1,200 0.02

小計 13,002 0.22

依存財源

歳入

合計

その他内訳

自主財源

4,442,715

依存財源

その他
端数調整　0.21

1,432,285

自主財源

千円

会　計 26年度末残高 27年度－26年度 27年度末見込残高 28年度－27年度 28年度末見込残高

一般会計 2,867,705 965,607 3,833,312 91,488 3,924,800

28億6,771万円 9億6,561万円 38億3,331万円 9,149万円 39億2,480万円

下水道特別会計 4,972,861 ▲ 127,259 4,845,602 ▲ 255,879 4,589,723

水道事業会計 1,037,725 ▲ 111,759 925,966 ▲ 116,773 809,193

病院事業会計 271,836 17,504 289,340 ▲ 9,261 280,079

合　計 9,150,127 744,093 9,894,220 ▲ 290,425 9,603,795

91億5,013万円 7億4,409万円 98億9,422万円 ▲2億9,043万円 96億380万円

基金名 26年度末残高 27年度－26年度 27年度末見込残高 28年度－27年度 28年度末見込残高

財政調整 1,431,695 ▲ 152,253 1,279,442 ▲ 276,070 1,003,372

ふるさと 100,000 0 100,000 0 100,000

減　債 74,158 ▲ 19,909 54,249 56 54,305

公共事業 20,149 ▲ 541 19,608 ▲ 1,907 17,701

学校施設整備 0 0 0 0 0

美術館建設 101,167 97 101,264 25 101,289

湯沢こころのふるさと 12,069 19,668 31,737 ▲ 11,540 20,197

（一般会計)計 1,739,238 ▲ 152,938 1,586,300 ▲ 289,436 1,296,864

17億3,924万円 ▲1億5,294万円 15億8,630万円 ▲2億8,944万円 12億9,686万円

国民健康保険支払準備 23,482 ▲ 15,973 7,509 1 7,510

介護給付費準備 98,647 5,733 104,380 ▲ 2,554 101,826

下水道施設改修 104,128 4,975 109,103 ▲ 19,025 90,078

（特別会計）系 226,257 ▲ 5,265 220,992 ▲ 21,578 199,414

2億2，626万円 ▲527万円 2億2,099万円 ▲2,158万円 1億9,941万円

合　計 1,965,495 ▲ 158,203 1,807,292 ▲ 311,014 1,496,278

19億6,550万円 ▲1億5,820万円 18億729万円 ▲3億1,101万円 14億9,628万円

基金残高

地方債残高 



千円

▶ 湯沢高原ロープウェイ関連施設整備 101,431

▶ 婚活支援　婚活支援サービス入会費等の補助 514

▶ 新幹線通勤補助金 3,600

▶ U・Ｉターンのための賃貸住宅家賃等補助金 2,604

▶ 八木沢・大島生活改善センター修景整備 11,860

▶ 道の駅みつまた指定管理　建物等維持修繕500千円増 9,500

▶ 障がい福祉サービス 113,185

▶ 介護保険特別会計繰出金 140,734

▶ 国民健康保険特別会計繰出金 121,752

▶ 後期高齢者医療広域連合負担金 71,486

▶ 後期高齢者医療保険特別会計繰出金 21,814

▶ 臨時福祉給付金 47,808

▶ 湯沢認定こども園 85,697

▶ 児童手当 100,852

▶ 水道事業費会計補助金 12,721

▶ 病院事業費会計補助金 154,935

▶ ごみ収集運搬(一般廃棄物、不法投棄ごみ) 109,400

▶ 多面的機能支払交付金　農業基盤維持管理補助 10,484

▶ 中山間地域等直接支払交付金　滝ノ又、原、添名、旭原 9,035

▶ 農業用施設改修　 13,050

▶ ペレットストーブ購入費補助金 500

▶ 広報戦略官　 2,000

▶ 新潟スキー100年委員会負担金 2,725

▶ 雪国観光圏事業負担金' 1,945

▶ 湯沢町観光協会補助金 83,000

▶ 観光施設維持整備　登山道整備、施設修繕等 7,500

▶ 平標登山口駐車場トイレ改築 10,197

▶ 道路橋梁維持管理　破損個所の修繕、改修道路施設の維持管理 22,000

▶ 道路維持管理工事費等 25,500

▶ 除雪関係 258,390

▶ 道路改良　赤湯線拡幅、苗場線横断暗渠設置 24,000

▶ 舗装修繕　二居線、谷後線、小坂線、石白1号線、中央線、堀切1号線 107,000

▶ 下水道特別会計繰出金 610,000

▶ 中央公園指定管理費 67,000

▶ 災害関係情報伝達システム整備 23,703

▶ 新潟県情報通信ネットワーク更新負担金 10,333

▶ 奨学金貸与 30,000

▶ 遠距離通学費補助金 5,307

▶ 通学タクシー運行　岩原、堀切地区からの通学タクシー運行経費 1,574

▶ 通学バス運行　三国、三俣、神立(芝原、七谷切)からの通学バス運行経費 15,409

総務費
1,435,989

県後期高齢者広域連合負担金(療養給付費、共通経費)
広域連合の試算による

臨時福祉給付金3,000円、年金生活者等支援給付金30,000円

3歳未満15千円3歳以上小学生以下(第1子、2子)10千円3歳以上
小学生以下(第3子以上)15千円　中学生10千円延人数8,781名

施設修繕、索道関係整備、関連施設整備負担金等

湯沢町にU・Ｉ・Jターンし、首都圏に通勤する方を支援する

県外からの転入者の家賃及び契約時の費用の一部を補助

修景整備のモデル事業として改修を行う

民生費
937,938

保険衛生費
647,230

中子地内農業用水路等改修、原地内分水桝ゲート設置

農林水産業費
87,646

効果的なPR、戦略づくりを担う広報戦略官を民間から選任する

事務費、人件費　観光宣伝、イベント、パンフレット、ポスター等

商工費
204,205

谷後線道路用地、芝原三俣線舗装・散水管打替、湯元1号線擁壁設置、
西口線・原奥添地線ボックスカルバート改修、万太郎線洗越改修、荒戸芝原線側溝布設

消雪電気料、除雪機械・消雪パイプ等消雪施設の修繕、消耗品　道路除排雪、
凍結防止剤散布、道路パトロール等　消雪井戸修繕、ポンプ入替等

土木費
1,518,277

消防費
375,314

路線バスで通学する小学生(土樽75名、湯沢73名)、中学生(土樽7名)の定期券補助
教育費
362,070

湯沢町議会　3 月定例会　一般質問

問　廃墟化したマンションだらけの所に人が集まり
ますか？マンション住民との共存共栄は、 マンシ
ョン廃墟化の防止策。 『湯沢町自治会の認定基準
等に関する要綱』 もでき、 積極的に定住して頂く
ことが大事だと思うが？
答　人口減少の克服として居住用として購入して頂くことが大事。
問　マンションの皆様に、 自然の維持作業を理解して頂くこ
とは大事。 マンション交流促進事業補助金の使い方も、 共
に汗をかき、 湯沢町のためになる事業に支出すべきでは？
答　補助金の目的が、 マンション住民との交流促進であるため、
今まで通りとしたい。
問　土樽地区は、 観光施設が散在。 湯沢フィッシングパー
ク周辺に、 川遊び時に使うトイレ、 ホタル資料館、 体験工
房などの総合的な公園があれば、 滞在時間が延びるので
は？。 答　必要とは思う。 民間の後押しはできるが、 近々に造り
上げていくことは困難。
問　『ビーコン』を使い、情報を発信するのが手っ取り早いが、
その整備はいろいろと問題がある。 QR コードを観光箇所等
で外国人対応や観光紹介などで活用しては？
答　どのような QR コードの使い方が有効か検討していく。
問　町の情報で新規、 更新があった場合、ＳＮＳ等で周知発
信しては？
答　新着情報を読みにきて頂く。
問　UI ターンの賃貸住宅家賃等補助金 （県の補助金） に於
て就職形態が、 派遣社員 ・パートタイマー ・アルバイト等の
方は対象ではない。 町にあった独自のものにしては？
答　長期の定住促進と考えているのでギャップがあると思わない。
問　若手の起業は、 隙間産業に飛び込むことが手っ取り早
い。 隙間を探すときに町の状況をリアルタイムに発信するこ
とが大事だが？
答　商工会が起業支援センターを設置運営する。 町も起業支援
に対して力を入れていく
問　今回のワールドカップ開催は、 経年での観光客の増加
が成功であり、 今後どのようにワールドカップ効果を持続す
るのか？
答　広報戦略に取入れ、 各スキー場とも連携していく。
問　雪不足等で宿泊施設等の売り上げは減少と予想。 夏季
シーズンにかける意気込みは、 例年以上。 町としての支援
等の施策は？
答　悪影響がでれば緊急対策をする。 登山やトレッキング等、 宿
泊や飲食の消費に結び付ける。 観光等の補助金も見直し対応す
る。

平成 28 年度一般会計主要事業等一覧　抜粋

■湯沢町総合計画後期基本計画
基本政策 1　四季を通じて、 また訪れたくなるまちづくり
基本政策２　働きがいのある活力あふれるまちづくり
基本政策３　自然と共に生き、 快適に暮らせるまちづくり
基本政策４　誰もが学べ、 個性を誇れるまちづくり
基本政策５　持続可能な自立したまちづくり
■湯沢町総合戦略
基本目標 1　魅力にあふれ、 やりがいを感じて働くことができる
基本目標２　雇用が安定し、 活力ある産業が持続するまち
基本目標３　若者が生活の場として選択するまち
基本目標４　子どもがすくすくと育つまち
基本目標５　多くの人が訪れ、 交流する活気あふれるまち
基本目標６　時代にあった安全 ・ 安心で快適なまち
■私の取組課題　平成 27 年 6 月に設定しました。
▶地方創生　▶マンションの廃墟化を防ぎ定住者を増やす
▶大和インターチェンジの改修※現在 24 時間ＥＴＣ使用可能　
▶若者の職場の確保 　▶人口維持政策
▶障害者の親が自分がいなくなっても安心して暮らせる町づくり
▶財政の苦しい中、 予算を絞り出しきらりと光る町づくりをしていく
▶閑散期のスポーツ大会誘致　 ・ 川遊び地区の周辺整備
▶魚沼基幹病院を不妊に悩む方特定治療支援事業実施
　病院、 及び指定病院に
▶自然維持作業を文化とし、 自然と共存していく

取組課題を、 湯沢町の総合計画、 総合戦略に合わせて
進捗状況を明確にし、 残りの任期を取り組んでいきます。

http://donco.jp/gikai/20160307/yosan/gaisan/gaisan.pdf
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